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募集期間募集期間　　　　
令和４年７月11日月～９月９日金
（郵送の場合は必着）
応募資格　　
▶町内に在住の人　　　　　　　　　
▶町内小中学校在校生の保護者
▶町内小学校を過去に卒業された人　
▶町内小中学校在職の教職員
応募基準　
▶応募者１名につき１点の応募でお願いします
▶漢字、ひらがな又はカタカナを使用してくだ
　さい（併用可）
▶誤読の恐れがなく、読み方がわかりやすい学
　校名としてください
校名の決定方法
応募された校名案を基に、開校準備協議会、教
育委員会で検討、協議を行い選定します。必ず
しも応募多数の名称が選ばれるとは限りません。

添田町では、 津野小学校、 添田小学校、 落合小学校、 中元寺小学校、 真木小学校の町立小学校
５校を統合し、 添田中学校敷地内に小中連携した新校舎を建設、 令和７年４月に開校する予定です。５校を統合し、 添田中学校敷地内に小中連携した新校舎を建設、 令和７年４月に開校する予定です。
そこでこの新しい小学校にふさわしい学校名を募集します。 　　※添田中学校の校名変更は行いません。そこでこの新しい小学校にふさわしい学校名を募集します。 　　※添田中学校の校名変更は行いません。

添田町では、 津野小学校、 添田小学校、 落合小学校、 中元寺小学校、 真木小学校の町立小学校
５校を統合し、 添田中学校敷地内に小中連携した新校舎を建設、 令和７年４月に開校する予定です。
そこでこの新しい小学校にふさわしい学校名を募集します。 　　※添田中学校の校名変更は行いません。

応募方法　
◉専用応募用紙で応募
▶必要事項を記入の上、添田町役場１階ロビー
　またはオークホール１階ロビーに設置してい
　る応募箱に投函するか、町教育委員会学校教
　育課まで持参ください
▶応募用紙は町ホームページからダウンロード
　できます。投函場所にも用意しています
◉郵送、ファックス又は電子メールで応募
▶必要事項（校名案とその読み方、校名案とし
　た理由、応募資格区分、氏名、年齢）を記入
　の上、応募先へ送付（送信）してください
▶電子メールでの応募は、件名を「校名案応募」 
　としてください
応募（校名）の取扱い
▶応募（校名）に関する権利は、添田町教育委
　員会に帰属します
▶応募用紙等の返却は
　行いません

応募および問い合わせ先　
〒824-0691　福岡県田川郡添田町大字添田2151番地　添田町教育委員会　学校教育課学校建設係
TEL：0947-82-5963　FAX ：0947-82-5530　E-mail：gakkoukyouiku@town.soeda.fukuoka.jp

新学校鳥瞰図
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令和７年度開校予定
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新設小学校新設小学校の学校名学校名を募集募集しますします新設小学校の学校名を募集します



問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎82-5965）

既存駅前既存駅前
ロータリーロータリー

駅機能を集約する
ホーム

駐車場

「ひと、地域、みらいにやさしい」
　　利用客や地域住民、そして環境にも「やさしい」
　交通機関であるとともに、緑豊かな沿線のみらいを
　「やさしく」つなげるＢＲＴを目指します。

コンセプト

３　広報そえだ（令和４年７月号） 広報そえだ（令和４年７月号）　２

日田彦山線ＢＲＴ沿線の賑わいづくりを進めます日田彦山線ＢＲＴ沿線の賑わいづくりを進めます日田彦山線ＢＲＴ沿線の賑わいづくりを進めます

現在の添田駅は、２次交通や駐車場、駅舎、ホームとの間に距離
があり、利用者にとっては不便な状況です。町ではＢＲＴ運行開始
時にスムーズに利用できるよう、ＪＲ九州と連携して添田駅周辺の
整備を行います。
▶駅機能をホームに集約【ＪＲ九州が整備】
鉄道とＢＲＴバスの乗り換えが、現在のホームにおいて対面でス
　ムーズに行われるよう、券売機などの駅機能がホームに集約され
　ます。
▶駅前ロータリー・歩道の整備
ホーム付近に一般車やタクシーの乗降場を備えたロータリー（全
　長＝50ｍ、幅＝4.5ｍ、停車帯＝2.5ｍ）と歩道を整備します。現在、
　用地測量を行っており、秋頃から着工する予定です。
▶多目的トイレ・駐車場・駐輪場の整備
ホームに駅機能が集約されることに伴い、ホーム付近にトイレと
　駐車場・駐輪場を整備します。本年度に設計業務を行い、令和５
　年度の整備を目指します。

令和５年夏　運行開始　日田彦山線令和５年夏　運行開始　日田彦山線
「ＢＲＴひこぼしライン」「ＢＲＴひこぼしライン」
令和５年夏　運行開始　日田彦山線
「ＢＲＴひこぼしライン」
平成平成2929年７月豪雨災害により被災し、不通となったＪＲ日田彦山線添田駅～夜明・年７月豪雨災害により被災し、不通となったＪＲ日田彦山線添田駅～夜明・
日田駅間。令和２年にＢＲＴで復旧することが決まっていましたが、この度、ＪＲ日田駅間。令和２年にＢＲＴで復旧することが決まっていましたが、この度、ＪＲ
九州からＢＲＴの「コンセプト」や「愛称名」などが発表されましたので、概要を九州からＢＲＴの「コンセプト」や「愛称名」などが発表されましたので、概要を
お知らせします。お知らせします。

平成29年７月豪雨災害により被災し、不通となったＪＲ日田彦山線添田駅～夜明・
日田駅間。令和２年にＢＲＴで復旧することが決まっていましたが、この度、ＪＲ
九州からＢＲＴの「コンセプト」や「愛称名」などが発表されましたので、概要を
お知らせします。
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ひこさん

添田

一般道

ＢＲＴバス
専用道

約８㎞

約14㎞

約18㎞

日田

日田彦山線ＢＲＴ愛称名

開業時期

「令和５（２０２３）年　夏」予定

込めた想いは「ともに輝く」
　　「ひこぼし」が添田町、東峰村、日田市を駆け抜け、
　照らした道が「ひと・モノ・コト」をつなぐ線・ライン
　となり、地域に新たな魅力・輝きを創り出すことを
　イメージし、沿線地域の緑豊かなカラーを表す「フォ
　レストグリーン」を基調にデザインされました。

ロゴデザイン

「ＢＲＴひこぼしライン」（正式名称：日田彦山線ＢＲＴ）
　　日田彦山線沿線の地域の想いを乗せ、未来に向け
　駆け抜けていく「日田 “彦”山線の “星”」となるよ
　うに願いを込めて命名されました。

運行区間

日田彦山線　添田駅～夜明・日田駅（約40㎞）

一般道

ＢＲＴバス
運行区間
約40㎞

ロゴマークの意味

▶やまなみ 「ひこぼし」の「ひ」の字を模した優
　　　　　　しくも力強いラインで沿線の“山なみ”
　　　　　　を表現
▶ひこぼし 地域の星となるよう未来に願いを込め
　　　　　　て「ひこぼし」をアクセントに配置
▶めがね橋 日田彦山線の「めがね橋」をモチーフ
　　　　　　に「ＨＩＫＯＢＯＳＨＩＬＩＮＥ」の
　　　　　　文字が模様として浮き出るようにデザ
　　　　　　イン

んんんんんん

町では、令和５年夏の日田彦山線「ＢＲＴひこぼしライン」運行開始にあわせ、沿線の賑わい町では、令和５年夏の日田彦山線「ＢＲＴひこぼしライン」運行開始にあわせ、沿線の賑わい
づくりや駅周辺整備に取り組んでいます。今後は、多くの人にＢＲＴひこぼしラインを利用しづくりや駅周辺整備に取り組んでいます。今後は、多くの人にＢＲＴひこぼしラインを利用し
てもらうためのアンケート調査の実施や住民の皆さんとの意見交換会を行うことで、駅周辺のてもらうためのアンケート調査の実施や住民の皆さんとの意見交換会を行うことで、駅周辺の
地域振興や持続可能な地域交通体系を目指します。地域振興や持続可能な地域交通体系を目指します。
今回は町の玄関口に位置し、鉄道とＢＲＴとの乗換拠点で交通結節点となる「添田駅」と、Ｂ今回は町の玄関口に位置し、鉄道とＢＲＴとの乗換拠点で交通結節点となる「添田駅」と、Ｂ
ＲＴ専用道の入り口で英彦山観光の玄関口となる「彦山駅」周辺の整備計画をお知らせします。ＲＴ専用道の入り口で英彦山観光の玄関口となる「彦山駅」周辺の整備計画をお知らせします。

町では、令和５年夏の日田彦山線「ＢＲＴひこぼしライン」運行開始にあわせ、沿線の賑わい
づくりや駅周辺整備に取り組んでいます。今後は、多くの人にＢＲＴひこぼしラインを利用し
てもらうためのアンケート調査の実施や住民の皆さんとの意見交換会を行うことで、駅周辺の
地域振興や持続可能な地域交通体系を目指します。
今回は町の玄関口に位置し、鉄道とＢＲＴとの乗換拠点で交通結節点となる「添田駅」と、Ｂ
ＲＴ専用道の入り口で英彦山観光の玄関口となる「彦山駅」周辺の整備計画をお知らせします。

添田駅舎
（現在）

ＢＲＴバス専用道の入口となる彦山駅は、昨年解体
された彦山駅舎跡地に木造平屋の新駅舎、駅前広場、
駐車場などの整備を行います。
▶彦山駅舎（防災拠点施設）の整備
日田彦山線ＢＲＴやタクシーの「待合所」、地域住民

　のコミュニティ施設としての「防災研修室」、避難
　時の備蓄品を保管する「防災倉庫」の
　３つの機能を持った施設を新設します。
　災害時には、指定緊急避難場所として
　活用します。
▶駅前広場・駐車場（防災広場）の整備
平時は彦山駅利用者の駐車場、災害時
　には避難場所となる広場（約 600㎡）
　を整備します。地域住民によるイベン
　トや防災訓練など、多岐にわたり活用
　できます。

▶雨よけ・風よけ（かまどベンチ）の整備
屋根付きの屋外ベンチを整備します。屋外ベンチの
　うち３基は、災害時には炊き出しなどができる「か
　まどベンチ」となります。

　いずれも秋頃の着工を予定し、外観に朱色を多く取
り入れるなど、旧駅舎や英彦山神宮などをイメージさ
せる英彦山らしい趣のあるデザインとなっています。

ＢＲＴ専用道

多目的トイレ

町道

新設ロータリー
（歩道含む）

彦山駅舎
（防災拠点施設）雨よけ・風よけ

（かまどベンチ）

駅前広場・駐車場
（防災広場）

添田駅周辺の整備計画

彦山駅周辺の整備計画

※既存駅のみ記載しています。新設するＢＲＴ駅は
発表され次第お知らせします。



５　広報そえだ（令和４年７月号） 広報そえだ（令和４年 7月号）　４

令和３年 10 月から令和４年２月にかけ「開校準備協議会」
や「学校施設整備部会」で協議検討し、添田町立小中学校の
基
※1

本設計が完成しました。この基本設計は、各学校に行った
アンケート調査の結果や、日常の教育活動に即した専門的な
意見、開校準備協議会の意見を参考にして、学校と地域の思
いを反映したものとなっています。
※基本設計の内容は、今年度に協議検討している実

※2

施設計を進めるなかで、一
部仕様などが変更となる可能性があります。
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舎
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　添田町立小中学校の開校に向けて必
要な準備、協議などを行うために令和
３年10月に設置した添田町立小中学校
開校準備協議会。令和４年度最初とな
る５回目の会議を、５月26日木に添田
町役場で開催しました。協議会の委員
は各校の保護者代表や学校関係者、地
域代表など14人で構成され、学校施設
整備部会（実施設計や学校の設備及び
備品等に関すること）、教育課程部会
（教育目標や教育課程等に関すること）、
通学・学校運営支援部会（校名、校章、
校歌、通学路、PTA等に関すること）
の３つの専門部会に分かれて、多岐に
わたる検討事項を協議しています。今
回の協議会では、各学校のＰＴＡ会長
の変更や津野小学校の休校による人員
の変更が
あったた
め、改め
て会長・
副会長を
選出し、
添田町立小中学校の概要説明などを行
いました。協議の内容などは、適時開
校準備協議会だよりを作成して皆さん
にお知らせします。また、協議会で上
がった意見は町ホームページで公表し
ます。
　※これまでの協議会意見
なども、町ホームページで
公表しています。

添田町立小中学校　配置図添田町立小中学校　配置図添田町立小中学校　配置図

※ 1「基本設計」とは、町の学校建設に対する要望や各種法規制などの条件を前提として、基本的な内容を図面などで明らかにすること。
※ 2「実施設計」とは、基本設計でつくられた図面を基に各部の詳細図、展開図、仕様書など細かな仕様を決定し図面などで明らかにすること。 
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添田町立小中学校
開校準備協議会を開催

添
田
町
立
小
中
学
校
開
校
準
備
協
議
会
委
員

会長　　加耒　真洋　添田小PTA会長
副会長　原口　廣子　添田中PTA会長
　　　　谷 政利　行政区長会会長
　　　　鈴見　聡　民生委員会会長
　　　　𠮷竹　弘樹　津野学校区保護者代表
　　　　川津　圭一郎　中元寺小PTA会長
　　　　小島　優太　落合小PTA会長
　　　　鬼津　綾子　真木小PTA会長
　　　　尾畑　昭一　学童保育代表
　　　　益田　茂　添田小学校長
　　　　藤田　昭介　中元寺小学校長
　　　　長畑　理恵　落合小学校長
　　　　相緒　英樹　真木小学校長
　　　　中野　純孝　添田中学校長

駐車場

体育館棟校舎棟

交流ステップ

中学校グラウンド
小学校グラウンド

小学校グラウンド

中学校グラウンド

体育館棟 校舎棟

南側

南側

北側

1

5

2

3

4

北側

↑活発な意見が飛び交う協議会の様子
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↑協議会意見は　
　コチラから

校舎棟

体育館棟

中学校グラウンド

小学校グラウンド

交流ステップ

駐車場

低学年専用庭

車両出入口

児童生徒出入口

令和７年度
開校予定校予定

→
校
舎
３
Ｄ
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※ 3「特別教室」は、理科室、音楽室、図画工作室、美術室、技術室、家庭科室、ＩＣＴ室、
　　カウンセラー室などの教室。

問 町教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）



７　広報そえだ（令和４年７月号）

令和４年度の免除申請は７月から

国民年金には保険料を
免除する制度があります

広報そえだ（令和４年７月号）　６

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を
納めることが困難な場合、申請をして認められ
ると保険料の納付が免除もしくは猶予される制
度があります。免除や納付猶予を受けず保険料
の未納の状態が続くと、将来老齢基礎年金を受
けられない場合や万一のときに障害基礎年金・
遺族基礎年金が受けられない場合があります。
　免除の承認期間は７月から翌年６月までです。 
令和４年度分（令和４年７月～令和５年６月分）
の免除申請の受け付けが７月から始まりました
ので、必要な人は早めに申請をしてください（申
請から承認まで１か月程度かかります）。なお、
所得が未申告の人は、免除審査ができませんの
で、住民課税務・滞納対策係で申告してください。

　また、学生納付
特例制度の申請も
４月から受け付け
を行っていますの
で、必要な人は申
請をしてください。
学生の納付猶予期

間は令和４年４月から令和５年３月までの１年
間です。対象外の学校もありますので詳しくは
問い合わせください。
【手続きに必要なもの】
▷年金手帳または納付案内書など基礎年金番号
がわかるもの　▷印鑑　▷退職（失業）を理由
とするときは「雇用保険被保険者離職票」など
の写し　▷学生納付特例制度を申請する場合は
在学証明書または学生証
【保険料月額納付額】
▶全額免除＝納付なし 
▶3/4免除＝4,150円
▶半額免除＝8,300円 
▶1/4免除＝12,440円
▶全額納付＝16,590円 ▶納付猶予＝納付なし
▶学生納付特例＝納付なし
※ 3/4免除・半額免除・1/4免除を受けた期間は、
上記の保険料を納めなければ、未納と同じ扱い
になりますので、注意してください。
問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

▶ 8 月から 9 月までの被保険者証は「水色」、10月

　以降の被保険者証は「桃色」です

　現在の被保険者証（紫色）の有効期限は 7月31日
日までです。8月 1日月からの被保険者証（水色）
は 7月下旬に郵送（簡易書留）します。有効期限は
9月30日金までの 2 か月間となります。8 月、９月
の 2か月間は新しい水色の被保険者証を医療機関の
窓口に提示してください。7月28日木までに新しい被
保険者証が届かない場合は、役場住民課保険年金係
まで問い合わせください。
　また、10月 1日土から使える被保険者証（桃色）
は 9月下旬に再度郵送（簡易書留）します。

▶被保険者証の自己負担割合の確認を

　8月に更新される被保険者証の医療費の自己負担
割合は1割または 3割です。前年中の所得をもとに
8月から翌月 9月までの自己負担割合の判定を行い
ます。自己負担割合は原則1割ですが、同じ世帯の
被保険者のいずれかの人の住民税課税所得が 145 万
円以上の場合は 3割負担となります。ただし、住民
税課税所得が145万円以上であっても、次の1また
は2に該当する場合は１割負担となります。

1同じ世帯の被保険者が２人以上の場合
同じ世帯の被保険者全員の収入合計額が520万円未満

2同じ世帯の被保険者が本人のみの場合（①か②に該当）
①本人の収入が383万円未満
②本人と同じ世帯の70歳から74歳までの人の収入の合計
額が520万円未満

納付猶予＝納付なし

65 歳以上の皆さん

介護保険料額決定通知書を
送付します

▶介護保険料決定通知書は７月下旬に郵送します

　町民税や世帯の状況などで決定した令和４年度
介護保険料額決定通知書を７月下旬に郵送します。
　介護保険料を年金からの天引き（特別徴収）で
納めている人は、今回決定した年間保険料額から
４月・６月・８月に納めた仮徴収保険料の合計を
差し引いた金額を、10月・12月・２月の３回にわけ、
本徴収として年金天引きで納めます。
　納付書、口座振替で納めている人は、８月から
令和５年３月まで納めます。納付書払いはコンビ
ニエンスストアでも行えます。
　所得段階別の介護保険料は、福岡県介護保険広
域連合のホームページなどで確認ください。
※災害や失業、新型コロナウイルス感染症の影響
などやむを得ない理由で保険料を納めることが困
難なときは、申請により保険料の減免や納付猶予
が受けられることがあります。詳しくは問い合わ
せください。
※ＡＴＭ（自動預払機）による詐欺事件が発生し
ています。還付金を含め、保険料に関して電話な
どで直接ＡＴＭ操作をお願いすることは、絶対に
ありません。

▶限度額認定証の有効期限は７月31日まで

　介護保険施設を利用するときの食費と居住費の
負担を軽減する負担限度額認定証の有効期限は、
７月31日日までです。引き続き施設利用が必要な
場合は、更新申請をしてください。
◉対象者　老齢福祉年金受給者、生活保護受給者、
　本人・配偶者・世帯全員が非課税の人で預貯金
　などの合計額が基準額以下の人
◉申請期限　７月29日金
◉必要なもの　申請書、同意書、すべての通帳な
　どの写し
※配偶者がいる場合は配偶者の同意書とすべての
通帳などの写し。
◉提出先　役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係
問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係
　 （☎ 82-1232）
　 福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部
　 （☎ 49-1093）

ピックアップピックアップ  　　　　　    　　　　　  まちのお知らせ＆情報まちのお知らせ＆情報

INFORMATIONINFORMATION
ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION

文化振興を通じて一緒に町を盛り上げませんか

添田町文化連盟では新規会員を募集しています

後期高齢者医療保険に加入している皆さん

後期高齢者医療被保険者証（保険証）の更新を
８月と10月に２回行います

▶ 10月１日から一定以上の所得のある被保険者の

　医療費窓口負担が２割になります

　後期高齢者医療の被保険者で、一定以上の所得が
ある人は、現役並み所得者（３割負担）を除き医療
費の窓口負担が10月１日から「２割」になります。
制度のしくみや対象となるかどうかの判定方法な
ど、詳しくは広報そえだ８月号でお知らせします。

▶限度額認定証の有効期限は７月31日まで

　限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は
７月31日日です。限度額認定証をすでに持っている
人で今年度も同様に認定証を発行できる条件の人に
は、８月１日月からの新しい限度額認定証を７月下
旬にお届けします。なお、新たな限度額認定証の交
付は窓口での申請手続きが必要です。
【手続きに必要なもの】
▷被保険者証　▷マイナンバーカードや運転免許証
など顔写真付きの本人確認書類
▷その他（非課税証明書や入院
期間が確認できる
ものなどが必要な
場合があります）

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

添 田町文化連盟は300人の会員で構成され、秋
の総合文化祭の発表や地域文化の向上を目的

に、美術や音楽、生活芸能、文芸、鑑賞部門などで
活動しており、新規会員を随時募集しています。会
員になると、オークホールなどの施設使用料の割引
を受けることができます。各団体の見学や、入会の
申し込みなど、気軽に問い合わせください。

◉入会資格　町内で文化活動を行う団体およ
　び個人（町内居住者と在職者）、文化団体に
　加入している町外居住者
◉年会費　年額個人 1,000 円
◉活動内容　総合文化祭や部門別団体発表会の開催
※研修や親睦事業も実施しています。
問 オークホール（☎ 82-2559）

他（非課税証明書や入院
確認できる
どが必要な
あります）

住民課保険年金係（☎ 82-5966）

よ
に

会の開催
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　中元寺小学校
の５年生７人が
５月25日、学校
近くの田んぼで
田植え体験を行
いました。中元
寺の自然を愛す
る会（宮金美樹
会長）の皆さん
の指導の中、児
童たちは泥まみれになりながら、宮金さんが運転する田
植え機に乗ったり、「米作りで大変なことは何ですか」な
ど、様々な質問をしながら楽しく苗を植え付けました。

My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82‐4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

↓「初めての出品でこのような賞を頂き、とても光栄です」と寺西町長㊨に報告した新谷さん㊧

　６月18日、返済の必要がない佐藤知也給付
型奨学金と中山麻子給付型奨学金の奨学生決
定通知書交付式が添田町役場で行われました。
今年は４人の奨学生が誕生。式では中山麻子
さんが「ＩＴや経済などたくさん勉強して自
立してほしい。堂々と冒険してください」と
激励。佐藤奨学生の久留米大学１年、梶原蒼
汰さん（添田中）は「大学で勉強とサッカー
を頑張り、将来は消防士になって田川に帰っ
てきます」と、中山奨学生の純真学園大学１年、
𠮷田愛沙姫さん（庄西）は「最先端設備のあ
る大学で学び、放射線技師の資格を取って医
療現場で働きたい」と抱負を述べました。

佐藤知也・中山麻子給付型奨学金

夢に向かって進む学生を応援

令和３年度福岡県花き品評会

「ハボタン」で農産局長賞を受賞

　快晴となった５月29日、英彦山神宮奉幣殿
でコロナ禍の影響で昨年、一昨年と中止になっ
た英彦山山開き登山安全祈願祭が３年ぶりに
行われました。今回で56回の歴史を数える山
開き安全祈願祭。英彦山中岳山頂にある英彦
山神宮上宮での山頂祭は、現在上宮が老朽化
のため立ち入り禁止となっていることから行
われませんでしたが、祈願祭が行われた奉幣
殿では登山愛好家など500人以上が集まり、
１年間の安全を祈願しました。祈願祭終了後
は、恒例の記念手ぬぐいが配られました。梅
雨が明ければ本格的な夏山シーズンの到来。
皆さんも、英彦山登山を満喫してみませんか。

第56回英彦山山開き登山安全祈願祭

１年間の安全な登山を祈願↓英彦山神宮奉幣殿で登山者の安全を祈願しました

英彦山花園で100株のヤマアジサイが開花

清楚で可憐な花を楽しむヤマアジサイ

↑水色やうす紫色のかわいい花をつけたヤマアジサイ

手作り人形やさげもんに囲まれて

KBCテレビ・ラジオ「ふるさとＷｉｓｈ」

魅力満載の添田町をたっぷり紹介

↑波田さん㊨に町の魅力やイベントを紹介する寺西町長㊧

　５月23日から
29日までの１週
間、ＫＢＣのテ
レビとラジオで
添田町の特集が
あった「ふるさ
とＷｉｓｈ」。
５月26日はタレ
ントの波田陽区
さんが町長室か
らラジオで生中継しました。藤川椎茸園のＬ

ロ グ ス

ＯＧＳ（椎
茸のパテ）を試食した波田さんは「旨味がギュッと入っ
てて、ワインが飲みたくなります」と話していました。

中元寺小学校で田植え体験

おいしいお米に育ちますように

↑水を含んだ泥にも楽しみながら田植えをする児童たち

英峰塾、英峰日進塾、学びっ子教室

休日、放課後学習を支援します

　基礎学力の向上などを目的に、高校受験を
目指す添田中学３年生を対象とする「英峰塾」、
学校の授業だけでなく、放課後学習が学力の
向上に必要なことから、その定着を目的に町
内小学校５年、６年生と添田中学１年、２年
生を対象とする「英峰日進塾」、そして勉強す
る習慣をつけ、勉強が楽しくなるように学習
支援サポーターと学ぶ、添田小学校１年、２
年生を対象とする「学びっ子教室」が６月か
ら始まりました。それぞれの教室は児童生徒
が自主的に勉強に取り組むよう希望制となっ
ていて、途中参加もできます。希望する児童
生徒は気軽に学校まで問い合わせください。

中島家で手作り小物展

↑たくさんの手作り人形などが整然と飾られていました

　国指定重要文
化財中島家住宅
で６月18日から
７月３日までの
開館日に「手づ
くり小物展」が
開催され、さげ
もん教室の講師
をしている中山
貴代子さんと生
徒さんが手作りした人形などが中島家住宅の１階に展示
されました。訪れた女性たちは「歴史と趣ある中島家に
たくさんの人形がいいですね」と話していました。

　６月中旬、英
彦山花園にアジ
サイシーズンの
到来をつげるヤ
マアジサイの開
花が始まりまし
た。ヤマアジサ
イは、セイヨウ
アジサイほど派
手ではないです
が、小さく控えめなかわいい花をつけます。見頃は６月
末頃までですが、７月からはセイヨウアジサイやセキカ
ヤエアジサイなど約千株のアジサイが見頃を迎えます。

　令和３年度福岡県花き品評会物産の部で農
産局長賞を獲得した新谷太志さん（上津野）が、
６月９日、受賞の喜びを町長に報告しました。
新谷さんは５年前、Ｕターンで津野に帰町し
た後就農し、現在は花きを中心に生産してい
ます。「夏に向かい今はケイトウやヒマワリの
出荷が増えています」と話す
新谷さんは、昨年の11月に行
われた品評会に精魂込めて育
てたハボタンを出品したとこ
ろ、出品総数148点の中から
農林水産大臣賞に次ぐ農産局
長賞を見事獲得しました。

↑記念手ぬぐいのデザインは国指定天然記念物「鬼杉」と今年神宮に奉納された「鬼杉不動」です

↑（上段左から）佐藤奨学金を受ける草本律音さん、梶原蒼汰さん、寺西町長、髙瀨教育長、中山奨学金を
受ける𠮷田愛沙姫さん、山口姫生さん、（下段左から）佐藤知也さんの甥の小黒克明さん、中山麻子さん

↑新谷さんが出品したハボタン（品目名：恋姿）

↓静かな環境で集中して勉強する中学３年生

↑英峰日進塾では福岡県立大学の学生や学習支援サポーターのきめ細やかな指導が受けれます

↓学習支援サポーターの前でプリントの採点を待つ児童

英峰塾の様子

英峰日進塾（小学生）の様子

学びっ子教室の様子

英峰日進塾（中学生）の様子

↓奉幣殿前では登山者も一緒に安全を祈願しました
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　５月27日、上落合二区の時津勢子さんが中元
寺にある畑にジャガイモを掘りに行くと、なん
と 500グラムにもなる巨大なジャガイモが採れ
ました。ふつうサイズのジャガイモは、130グ
ラムから 150グラムくらいなので、この巨大な
ジャガイモは約４個分の大きさです。平成24年
に三つ子のナスを、平成29年には四つ子のナス
を収穫しているので、次は五つ子のナスの収穫
ができればと思っていたところに、今回の大き
なジャガイモが収穫できました。「嫁いで63年、
野菜を育ててきたなかで一番大きなジャガイモ
がとれてビックリしました。
今は野菜が高いので大事に
美味しくいただきます」と
笑顔で話す珍野菜づくり名
人の時津さん。いつも投稿
ありがとうございます。

↑採れたジャガイモは時津さんの顔と同じくらいの大きさでした

大きなジャガイモにビックリ!!

時津勢子さん（上落合二）からの投稿です

↑ 500ｇのじゃがいも

リ!!

まちかど特派員投稿７月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

山本 姫
ひまわり

愛莉ちゃん 
７月1４日生 ❶・豊川

4才のお誕生日おめでとう☆お
しゃべり、おしゃれが大好きな
いろは♡生まれてきてくれてあ
りがとう (^皿 ^) ／

田中 いろはちゃん 
７月19日生 ❹・添田西

未就学児のお子さんの写真を募集します
①お子さんの写真　②お子さんの氏名　
③名前の読み方　④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先を下記アドレスに送
信してください。
役場総務課窓口でも受け付けます。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

送信先

平尾　悠
ゆう

ちゃん 
７月26日生❹・真木

♡はっぴーばーすでー♡いつもマ
イペースなゆうくんにいやされて
いるよ！だいすきなゆうくんいつ
もありがとう

甘えん坊な姫愛莉ちゃん♡これから
もすくすく元気に育ってね(* ﾟ∀ﾟ *)
♡

８月生まれの
締め切りは、

７月15日金です。
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姫空ちゃん③才おめでとう *\
(^o^)/* 兄姉仲良く元気に大き
くなってね♡

八城 姫
きあ

空ちゃん 
７月29日生 ❸・峰地
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文
芸
歳
時
記

◉
８
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

７
月
15
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係（
☎
82
―
４
０
０
０
）

麦
秋
や
宿
場
に
残
る
翁
の
碑　
　
　
　
　

伊
井
寸
美
子

浄
土
へ
の
道
の
り
遠
く
ア
マ
リ
リ
ス　
　

斎
藤
智
寿
子

あ
か
と
き
の
ば
さ
と
崩
る
る
牡
丹
か
な　

山
本　

仁
恵

お
さ
な
き
手
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
お
ち
ょ
ぼ
口　

立
花　

克
明

あ
じ
さ
い
の
葉
に
か
ま
き
り
や
蜘
蛛
を
だ
く　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

戦
争
や
コ
ロ
ナ
の
終
息
日
々
祈
る　
　
　

原
田
祥
二
郎

日
々
平
穏
そ
れ
が
何
よ
り
宝
物　
　
　
　

原
田　

順
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

父
も
逝
き
母
も
逝
き
た
る
闇
深
き

　
　
　
　

我
が
ふ
る
さ
と
に
梟

ふ
く
ろ
うの

鳴
く　

五
十
嵐
田
鶴

老
い
と
い
ふ
心
積
り
は
我
な
り
に

　
　

決
め
て
は
い
て
も
迷
ひ
多
々
あ
り　

荒
巻
ミ
サ
子

ク
ロ
ス
・
ワ
ー
ド
興
味
ま
し
く
る
難
問
に

　
　
　

す
ぎ
ゆ
く
一ひ

と
ひ日

空
う
す
ぐ
も
る　

福
富　

廣
枝

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
思
ふ
我
が
国
も

　
　
　

加
害
者
た
り
し
時
代
あ
り
し
と　

大
塚　

富
江

【
短
歌　

投
稿
】

ほ
ん
の
り
と
け
む
り
て
浮
か
ぶ
路
地
あ
か
り

　
　
　

雨
滴
は
続
く
せ
つ
な
き
ま
で
に　

独
活
山
強
実

八
年
を
過
ぎ
た
る
イ
ン
コ
機
嫌
悪
し

　
　
　
　

人
な
ら
老
い
の
胸
中
な
り
や　

櫻
木
マ
サ
子

前
ぶ
れ
も
な
く
訪
れ
し
貴
奴
（
癌
）

　
　
　

抗
ひ
の
返
し
に
髪
う
ば
い
ゆ
く　

仲
摩　

直
子

言
葉
で
は
埋
め
尽
く
せ
ず
に
抱
き
締
め
る

　
　
　

そ
の
両
の
手
に
思
い
を
込
め
て　

佐
藤　
　

直

そ
よ
ぐ
髪
乙
女
舞
い
来
て
幾
山
川

　
　
　
　

ふ
け
ゆ
く
夜
の
風
の
音
き
く　

柳
瀬　

一
徳

【
俳
句　

投
稿
】

奉
幣
殿
空
に
溶
け
ゆ
く
ほ
と
と
ぎ
す　
　

伊
勢
村　

稔

母
の
日
や
肩
を
タ
ン
ト
ン
お
小
遣
い　
　

寺
本　

紀
子

ほ
と
と
ぎ
す
啼
き
つ
る
方
の
と
の
曇
り　

島
津
余
史
衣



し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

問
添
田
町
商
工
会
事
務
局

　
（
☎
82
―
０
２
４
４
）

▼
と
き　

８
月
27
日
土
16
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

町
内
在
住

　

ま
た
は
在
職
の
人

▼
募
集
人
数

20
人

　

程
度
（
要
申
込
）

▼
講
師　

添
田
調
剤

　

薬
局　

薬
剤
師　

松
田
勝
利
さ
ん

▼
内
容　

お
く
す
り
や
処
方
箋
、
薬

　

局
の
正
し
い
使
い
方
な
ど

▼
申
込
期
限　

８
月
19
日
金

問
オ
ー
ク
ホ
ー
ル

（
☎
82
―
２
５
５
９
）

（
☎
092
―
585
―
３
０
３
３
）

放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
☎
093
―
645
―
３
２
０
１
）

▼
募
集
人
数　

約
30
人

▼
募
集
条
件　

20
歳
か
ら
68
歳
ま
で

　

の
人
で
、
養
成
講
座

　

に
参
加
し
認
定
を
受

　

け
、
相
談
員
と
し
て

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

が
で
き
る
人

▼
養
成
期
間　

10
月
８
日
土
か
ら
令

　

和
６
年
２
月
（
講
座
・
実
習
）

▼
受
講
料　

３
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・

　

一
泊
研
修
費
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

９
月
20
日
火

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

放
送
大
学
は
、
B
S
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
情
報
な
ど
の
幅
広
い

科
目
の
中
か
ら
好
き
な
科
目
を
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学

力
試
験
は
な
く
、
４
年
以
上
在
学
し
、

所
定
の
単
位
数
を
修
得
す
れ
ば
、
学

士
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。
資
料

を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

９
月
13
日
火

問
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
訓
練
期
間　

９
月
１
日
木
〜
令
和

　

５
年
２
月
28
日
火

▼
訓
練
科
名　

も
の
づ
く
り

　

溶
接
科
／
定
員

15
人

▼
対
象
者　

公
共

　

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）　

　

に
求
職
を
申
込
み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

８
月
９
日
火

▼
入
所
選
考　

８
月
18
日
木
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

※
実
践
的
な
職
業
訓
練
を
受
講
す
る

前
に
、
就
職
意
欲
を
高
め
る
た
め
の

内
容
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
実
施
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
コ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

　

消
印
有
効
）
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

で
の
申
し
込
み
は
７
月
12
日
火

▼
受
験
資
格　

①
〜
③
の
要
件
を
す

　

べ
て
満
た
す
人　

①
昭
和
45
年
４

　

月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
人　

②
令
和
３

　

年
７
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
６
月

30
日
ま
で
の
間
に
正
規
雇
用
労
働

　

者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
な
い
人

　

③
平
成
29
年
７
月
１
日
か
ら
令
和

　

４
年
６
月
30
日
ま
で
の
間
に
正
規

　

雇
用
労
働
者
と
し
て
の
雇
用
期
間

　

が
通
算
１
年
以
下
の
人

◉
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

▼
試
験
区
分　

行
政
・
行
政
（
D
X
）

▼
試
験
日　

８
月
21
日
日

▼
試
験
地

福
岡
工
業
大
学（
福
岡
市
）

▼
受
付
期
限　

７
月
22
日
金
（
当
日
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認
で
き
ま
す
。

問
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用

課
（
☎
092
―
643
―
３
９
５
６
）

▼
試
験
日　

９
月
11
日
日

▼
受
付
期
限　

７
月
14
日
木

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細

は
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課  

任
用
係（
☎
092
―
981
―
９
６
４
２
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

◉
第
３
回
自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
日

7
月
22
日
金
、
23
日
土

（
W
E
B
試
験
）

▼
受
付
期
限　

７
月
15
日
金

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
32
歳

　

ま
で
の
人

【
就
職
説
明
会
】

▼
と
き　

７
月
31
日
日
10
時
〜
15
時

　
（
随
時
受
付
）

▼
と
こ
ろ

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

（
田
川
市
）／
参
加
無
料
、予
約
不
要

※
就
職
説
明
会
は
平
日
に
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ
出
張

説
明
も
可
能
で
す
。
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

◉
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象

▼
試
験
日　

８
月
21
日
日

▼
採
用
予
定　

行
政
／
５
人
、
教
育

　

行
政
／
２
人
、
警
察
行
政
／
１
人

▼
試
験
地　

福
岡
工
業
大
学
ま
た
は

　

吉
塚
合
同
庁
舎（
い
ず
れ
も
福
岡
市
）

▼
受
付
期
限　

７
月
15
日
金
（
当
日

Informationくらしに役立つ情報満載

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

問
（
福
）
北
九
州
い
の
ち
の
電
話

（
☎
093
―
652
―
６
６
２
８
）

　

令
和
５
年
４
月
以
降
、
民
法
や
不

動
産
登
記
法
な
ど
の
法
律
が
変
わ
り

ま
す
。
今
、
知
っ
て
お
く
べ
き
知
識

は
何
な
の
か
、
今
後
の
相
続
・
遺
言

の
こ
と
や
皆
さ
ん
が
感
じ
る
疑
問
に

つ
い
て
タ
レ
ン
ト
の
原
口
あ
き
ま
さ

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

７
月
23
日
土
13
時
〜
16
時

▼
参
加
方
法　

①
会
場
参
加
（
先
着

予
約
制
／
定
員
200
人
）　

②
W
E
B

　

参
加
（
先
着
予
約
制
／
定
員
500
人
）

▼
予
約
期
限　

７
月
15
日
金

▼
予
約
方
法

①
F
A
X
（
092
―
714

―
４
２
３
４
）　

②
W
E
B
サ
イ
ト

　
（https://w

w
w
.fukuo

kashihoushoshi.net/
event/detail/i/797/

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局　
　

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

▼
と
き　

７
月
23
日
土

16
時
〜
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

道
の
駅
歓

　

遊
舎
ひ
こ
さ
ん
前
河
川
公
園

※
軍
手
と
ご
み
袋
は
商
工
会
で
準
備

開発・販売促進の
取り組みを支援します

添田町加工品販売促進支援事業補助金

野生鳥獣侵入防止用

「のり網」を販売します

加 工品の開発や販路拡大、販売促進の
ための取り組みを行う人に経費の一

部を支援します。
◉対象者（以下、すべてを満たす人）　
▷添田町の住民または添田
町で事業を営んでいる人　
▷添田町の農産物などを使
用した加工品の製造を行っている人、また
は添田町の特産品としての加工品を製造し
ている人　▷積極的に販路拡大や販売促進
に係る活動を行う人
◉対象経費　▷イベント参加経費　▷新商
　品や商品ラベルなどの開発経費　▷後継
　者育成や商談に係る経費　など
◉支援金額　対象経費の４／５
　　　　　　（上限額４万円 )
◉募集人数　５団体（者）程度
◉申請書　役場地域産業推進課有害鳥獣係
　で準備しています。また、町ホームページ
　にも掲載しています。
※添付資料など詳しくは問い合わせください。
問 役場地域産業推進課有害鳥獣係
　 （☎ 82-1237）

イノシシやシカの被害防止対策として
「使用済みのり網」の販売の事前受付

を行います。数に限りがありますので、早
めに申し込みをしてください。
◉販売枚数　200枚（18ｍ×1.8ｍ／枚）
※金属製の網ではありません。
◉価格　360円／１枚
◉受付開始日　７月15日金
◉受渡日　７月21日木以降を予定
※申込者に別途連絡します。
◉受渡場所　役場南側来客用駐車場横倉庫
　前
問 役場地域産業推進課有害鳥獣係
　 （☎ 82-1237）

試
験
・
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

商
工
会
青
年
部
と
一
緒
に

清
掃
活
動
し
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

北
九
州
い
の
ち
の
電
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
募
集

原
口
あ
き
ま
さ
さ
ん
と
学
ぶ　

相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー

く
す
り
と
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　こんにちは。空き家対策推進員の髙瀨です。
　役場の１階の空きスペースをリニューアル
し、町民・来客者・職員など、誰でも使える
“コワーキングスペース”として整備しました。
設置している家具の一部は、町
内の皆さんと一緒にD

※

IY して作
りました。
　打合せや休憩、仕事や勉強な
ど、ご自由にお使いください。
また、新たに設置した看板には
空き家情報などをピックアップ
して掲示しています。合わせて
チェックしてみてください！

役場１F に、コワーキング
スペースが OPEN ！

消
印
有
効
）
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol.㉚

公
共
職
業
訓
練
生
（
９
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

▼
申
込

満満たす人）　

　
　

歳

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

づ
く
り

歓

住

　

消
印
有
効
）
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

で
の
申
し
込
み
は
７
月
19
日
火

▼
受
験
資
格

　
【
行
政
】
昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
人
で
、
令
和
４
年
６

　

月
末
現
在
、
民
間
企
業
等
で
の
職

　

務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
人

　
【
行
政（
D
X
）】
昭
和
38
年
４
月
２

　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
令
和

　

４
年
６
月
末
現
在
、
民
間
企
業
等

　

で
I
C
T
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

　

を
活
用
し
た
事
業
の
企
画
・
立
案
、

　

ま
た
は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

　

管
理
な
ど
の
職
務
経
験
が
５
年
以

　

上
あ
る
人

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
福
岡

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

※ＤＩＹとは、「Do It Yourself」の略語で「自分自身でやる」
との意味。自分自身で身の回りのものを作ったり、修繕したり、
アレンジしたりすること。



○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
三
笘
敏
男
（
町
四
）

▽
故
竹
村
ク
ニ
ヱ
（
伊
原
）　

　
　

（
令
和
４
年
６
月
14
日
現
在
）

子育て
講演会
子育て
講演演会

５月31日までウクライナでの人道支援
のために、救援金を募集しました。皆さ
んからお寄せいただいた募金102,223円
は日本赤十字社を通じてウクライナでの
人道危機対応やウクライナからの避難民
を受け入れる国々での救援活
動を支援するために役立てら
れます。温かいご支援に心よ
りお礼申し上げます。

▼
と
こ
ろ

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

500
円

　
（
全
席
自
由
）

▼
出
演　

添
田
町
在
住

　

の
音
楽
家
な
ど

問
オ
ー
ク
ホ
ー
ル

（
☎
82
―
2
５
5
９
）

　

例
年
、
８
月
第
一
週
の
土
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
「
そ
え
だ
花
火

大
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
か
ら
、
来
場
者
の
安

全
確
保
と
感
染
防
止
策
を
第
一
に
考

え
、
今
年
度
も
中
止
と
し
ま
し
た
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
観
光
振
興
係

（
☎
82
―
１
２
３
６)

▼
荷
姿

10
キ
ロ
入
り
袋
詰
め

▼
原
料　

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥

▼
予
約
方
法

①
電
話（
☎
63
―
４
１

　

４
０
）
②
田
川
地
区
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
窓
口
（
大
任
町
）

▼
配
布
日
時

平
日
９
時
〜
16
時（
12

　

時
〜
13
時
は
除
く
）

※
生
産
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

在
庫
状
況
な
ど
に
よ
り
、
来
所
時
に

お
渡
し
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
発
送
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組

合
田
川
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
―
４
１
４
０
）

▼
と
き　

８
月
21
日
日
14
時
（
開
場

13
時
30
分
）

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　７月19日火、８月２日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　７月13日水、８月10日水（13 時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　７月12日火、８月９日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　７月12日火（10時～）、７月28日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　８月３日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

●人　口　8,942 人（ー18人）
●男　性　4,209 人（ー 8人）
●女　性　4,733 人（ー10人）
●世帯数　4,551世帯（ー13世帯）

人の動き ５月末日現在（　）は前月比

●出生　３ 人
●死亡 11 人
●転入 13 人
●転出 23 人

警察署からのお知らせ
●性犯罪のない街、田川をつくりましょう
　性犯罪は被害者の身体だけでなく、被害後の生
活もままならないほどの苦しみを与える場合があ
ります。社会全体で「性犯罪は許さない」という気
運を高めましょう。【防犯対策】①ながら歩きしな
い②SNSでの出会いに注意③帰宅後すぐに施錠

問 田川警察署（☎42-0110）

５月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 13（＋４） 3４

　人身事故 １（ー１） ６

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ２（ー１） ８

納期限のお知らせ
●８月１日月が納期限です
　▷固定資産税（２期）
　▷国民健康保険税（１期）
　▷後期高齢者医療保険料（１期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

15　広報そえだ（令和４年７月号） 広報そえだ（令和４年７月号）　14

くらしに役立つ情報満載Information

こ
る
争
い
の
解
決
手
段
の
一
つ
に
調

停
制
度
が
あ
り
ま
す
。
調
停
制
度
に

必
要
な
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
民
事

調
停
委
員
と
家
庭
調
停
委
員
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
20
日
水
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

問
福
岡
地
方
・
家
庭
裁
判
所
田
川
支

部
（
☎
42
―
０
1
６
3
）

　

相
談
員
が
困
り
ご
と
を
お
聞
き
し
、

解
決
に
向
け
て
、
必
要
な
支
援
・
手

続
き
に
繋
ぐ
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
21
日
木

10
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
14
時
30
分

　

／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田

　

筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
学
校
を
卒
業
・
中
退
後
や

退
職
後
、
長
期
間
働
い
て
い
な
い
人

に
求
職
活
動
に
踏
み
出
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象

15
歳
〜
49
歳
の
人
と
そ
の

　

家
族

▼
支
援
内
容　

個
別
相
談
、
各
種
セ

　

ミ
ナ
ー
、
就
労
体
験
な
ど

▼
予
約
受
付
・
相
談
日
時　

月
〜
土

10
時
〜
17
時
（
祝
日
・
年
末
年
始

　

を
除
く
）

問
筑
豊
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
0
9
4
8
―
26
―
３
０
３
１
）

　

不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄
物
を
適
正

に
処
理
せ
ず
、
み
だ
り
に
道
路
や
山

な
ど
に
捨
て
る
行
為
を
指
し
ま
す
。

安
易
な
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄
で
す
。

発
見
し
た
場
合
は
警

察
に
通
報
し
て
お
り
、

投
棄
者
を
特
定
し
、

撤
去
に
至
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
町

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
適
正
に
ご
み

を
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
環
境
保
全

係
（
☎
82
―
1
２
３
２
）

　

田
川
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
、
予
約
先
着
順
で
堆
肥
を

無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

▼
成
分　

窒
素
4.61
％
、
リ
ン
2.89
％
、　

　

カ
リ
0.5
％
以
下
、
炭
素
比
７

▼
性
状　

粒
状

　

町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
3
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

　

不
動
産
の
名
義
変
更
や
成
年
後
見

制
度
、
借
金
問
題
な
ど
日
常
生
活
で

生
じ
る
法
律
問
題
に
司
法
書
士
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
７
日
日
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

直
方
市
中
央
公
民
館

▼
定
員

24
組
／
完
全
予
約
制

▼
相
談
方
法　

面
談
／
１
組
30
分

▼
予
約
受
付
期
間　

７
月
14
日
木
〜

　

８
月
５
日
金
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

▼
相
談
期
間　

７
月
19
日
火
〜
８
月

31
日
水

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
司
法

　

書
士
会
会
員
事
務
所

※
最
寄
り
の
司
法
書
士
事

務
所
を
紹
介
し
ま
す
。
相

談
日
時
は
紹
介
先
の
司
法
書
士
と
調

整
く
だ
さ
い
。

問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
☎
０
５
７
０
―
783
―
544
）

　

家
庭
内
・
親
族
間
の
問
題
や
交
通

事
故
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
身
近
で
起

お
知
ら
せ

そ
え
だ
花
火
大
会
は
中
止
し
ま
す

大切な一票
忘れずに投票しましょう

明るく豊かな未来のために

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◉第26回参議院議員通常選挙
▶投票日 ７月10日日
▶投票時間　７時～ 18 時
▶入場券　クリーム色のハガキ

□期日前投票
▶期間　６月 23 日木～７月９日土
▶時間　８時 30 分～ 20 時
▶場所　役場１階特１会議室

◉添田町長選挙および
　 添田町議会議員一般選挙
▶投票日 ７月1７日日
▶投票時間　７時～ 18 時
▶入場券　水色のハガキ

□期日前投票
▶期間　７月 13 日水～ 16日土
▶時間　８時 30 分～ 20 時
▶場所　役場１階特１会議室

※期日前投票をする人は、入場券裏
面の「宣誓書」に自宅などで必要事
項を記入し持参すると受付が短時間
で行えます。
※投票所では、マスクの着用やアル
コール消毒、周りの人との距離を保
つなど新型コロナウイルス感染症対
策にご協力ください。

問 町選挙管理委員会 （☎ 82-1231）

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
音
楽
祭

彦
山
川
源
流
コ
ン
サ
ー
ト

調
停
手
続
相
談
会

困
り
ご
と
無
料
巡
回
相
談
会

「子育て上手は生き方上手」
楽しく明るく前向きな気持ちになるお話を聞いて、あなたもハッピーに

なりませんか。　妊婦さんの参加もお待ちしています。

◎と　き ７月29日金 10時30分～ 11時30分
◎ところ　添田町児童館
◎定　員　10組／要予約
◎講　師　梶屋　玲子さん（カラー＆心理カウンセラー）
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

分

ー）

サ
ポ
ス
テ
か
ら
の
お
知
ら
せ

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

堆
肥
を
無
料
で
提
供
し
ま
す

お
知
ら
せ

ー
ルルルルルルル

住

ご協力ありがとうございました

会を築くための全国的な運動です。住民の皆さんが、
地域環境の浄化を心がけ、罪を犯した人たちや非行
をした少年の立ち直りを温かい目で
見守りつつ、援助の手を差し伸べ、
明るい社会を作りましょう。

　社会を明るくする運動～犯罪や非行を防止し、立
ち直りを支える地域のチカラ～とは、すべての国民
が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの
更生について理解を深め、それぞれの立場で力を合
わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社

司
法
書
士
制
度
150
周
年
記
念

全
国
一
斉
相
談
会

  ◎犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

７月は”社会を明るくする運動”強調月間・再発防止啓発月間です

選 挙

バス協会からのお知らせ
●７月は車内事故防止キャンペーン月間です
　走行中に席を離れると思わぬけがをする場合が
あります。降りるときはバスが停留所に着き、扉
が開いてから席を立ってください。また、高速バ
スや貸切バスでのシートベルトの着用が義務化さ
れています。安全のためにご協力をお願いします。



疑
問
に
答
え
ま
す
第
３
弾
で
す
。
こ
れ
ま
で
議
会
で
も
議
論
さ
れ
、

広
報
で
も
お
知
ら
せ
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
皆
様
か
ら
よ
く

聞
か
れ
ま
す
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
」・「
英
彦
山
温
泉

し
ゃ
く
な
げ
荘
」の
２
点
に
つ
い
て
、
改
め
て
現
状
等
答
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
▼「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
」に
つ
い
て
で
す
。
現
在
、
社
会
福
祉
法
人
光

和
苑
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
運
営
し
て
い
ま
す
。「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
」は
こ
れ
ま
で
町
か
ら
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
委
託
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
国
の
委
託
制
度
が
変
更
さ
れ
、
一
定
の
期
間
を
定
め
て
運
営
す
る
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
赤
字
額
が
１
千
300
万
円
と
か
な
り
な
額
に
上
っ
て
い
ま

し
た
。
収
入
１
億
８
千
500
万
円
に
対
し
、
支
出
は
１
億
９
千
800
万
円
、
そ
の
う
ち
人
件
費
は

１
億
３
千
800
万
円
と
支
出
の
69
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
24
時
間
365

日
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
で
す
。
民
間
の
経
験
・
実
績
等
ノ
ウ
ハ
ウ
を
必
要
と
す
る

も
の
で
す
。
制
度
変
更
に
よ
り
、
期
間
ご
と
に
指
定
管
理
者
を
公
募
し
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
指
定
管
理
者
が
変
わ
れ
ば
、
そ
の
都
度
慣
れ
る
ま
で
利
用
者
が
困
惑
し
ま
す
。
ま
た
、

今
の
ま
ま
で
の
運
営
で
は
、
町
の
負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

継
続
的
に
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
持
っ
た
民
間
の
社
会
福
祉
法
人
に
譲
渡
し
そ
の
責
任
で
運
営
し
て
も

ら
う
事
が
利
用
者
に
と
っ
て
も
最
も
良
い
事
だ
と
有
識
者
会
議
で
の
提
言
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
譲
渡
先
を
新
た
に
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
添
田
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
含
む
２
つ
の
社
会
福
祉
法
人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
現
在
の
社
会
福
祉

法
人
光
和
苑
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
但
し
、
現
状
と
し
て
建
物
の
場
所
が
洪
水
浸
水
想
定

区
域
に
あ
る
た
め
、
建
物
自
体
の
譲
渡
は
せ
ず
に
、
運
営
等
に
関
し
譲
り
受
け
た
社
会
福
祉

法
人
が
行
う
事
と
し
ま
し
た
。
建
物
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
光
和
苑
が
町
内
の
別
の
場

所
へ
早
い
時
期
に
建
て
替
え
運
営
す
る
事
を
条
件
に
10
年
間
の
貸
与
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
▼
次
に「
英
彦
山
温
泉
し
ゃ
く
な
げ
荘
」で
す
。「
英
彦
山
温
泉
し
ゃ
く
な
げ
荘
」は
、
建
設
当

時
は
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
急
激
に
利
用
客
が
減
少
、
本
館
施

設
の
老
朽
化
が
目
立
ち
、
改
修
費
も
多
額
に
な
り
、
加
え
て
温
泉
施
設
の
熱
源
費
用
も
年
間

２
千
400
万
円
、
ボ
イ
ラ
ー
の
改
修
費
等
で
維
持
す
る
に
は
膨
大
な
支
出
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

赤
字
も
続
く
状
況
で
し
た
。
何
と
か
出
来
な
い
か
と
本
館
等
改
修
を
検
討
す
る
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
利
用
者
の
状
況
を
検
討
し
、
本
館
は
新
た
に
自
然
を
活
か
し
た
施
設
と
し
て
蘇
ら
せ
る
事

と
し
た
も
の
で
す
。
残
る
建
物
は
改
造
す
る
な
ど
し
て
利
用
者
を
増
や
す
工
夫
な
ど
行
え
る
の

で
は
と
の
事
か
ら
、
新
た
に
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。
ま
も
な
く
、
全
容
計

画
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
そ
の
節
は
、
前
に
も
増
し
ま
し
て
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
こ
の
よ
う
に
添
田
町
の
未
来
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
続
い
て

い
く
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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年
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◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
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※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
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添田町プレミアム商品券
３０％３０％もお得！もお得！ 問問 添田町商工会（☎82-0244） 添田町商工会（☎82-0244）
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添田町プレミアム商品券添田町プレミアム商品券
３０％３０％もお得！もお得！

予約販売！添田町民優先！予約販売！添田町民優先！予約販売！添田町民優先！予約販売！添田町民優先！予約期限予約期限 ７ １９ 火予約期限 ７ １９火★★★

添田町生活応援券添田町生活応援券添田町生活応援券添田町生活応援券

使用期間

予約販売 ※予定数量※予定数量（10,000 冊）を超えた場合は抽選となります。（10,000 冊）を超えた場合は抽選となります。

７月30日７月30日土土～令和５年１月29 日～令和５年１月29 日日日

窓口販売 ※予約販売で完売した場合は、窓口販売はありません。予約販売で完売した場合は、窓口販売はありません。

TueueTTueue

◉対象　◉対象　令和４年６月１日に町内に住民票がある人令和４年６月１日に町内に住民票がある人
◉商品券　◉商品券　１人＝１万円（500 円券×１人＝１万円（500 円券× 2020 枚）枚）
◉発送　◉発送　世帯主に世帯全員分をまとめて、８月上旬から順次発送世帯主に世帯全員分をまとめて、８月上旬から順次発送
◉使用期限　◉使用期限　令和５年１月令和５年１月2929日日までまで
※全世帯に到着するまで１か月程度かかりますので、お手元に届くまでお待ちください。※全世帯に到着するまで１か月程度かかりますので、お手元に届くまでお待ちください。

◉販売期間◉販売期間　 ８月８日　 ８月８日月～完売まで　９時～～完売まで　９時～1616時（土日祝は除く）時（土日祝は除く）
◉販売場所◉販売場所　 添田町商工会　 添田町商工会
◉購入限度◉購入限度　１人あたり４冊まで（代理購入不可、予約販売との重複購入不可）　１人あたり４冊まで（代理購入不可、予約販売との重複購入不可）
　　　　　　  ※町外在住の人も　　　　　　  ※町外在住の人も購入可。購入可。

◉対象◉対象 令和４年６月１日に町内に住民票がある人令和４年６月１日に町内に住民票がある人
◉商品券◉商品券 １人＝１万円（500 円券×１人＝１万円（500 円券× 2020 枚）枚）
◉発送◉発送 世帯主に世帯全員分をまとめて、８月上旬から順次発送世帯主に世帯全員分をまとめて、８月上旬から順次発送
◉使用期限◉使用期限 令和５年１月令和５年１月2929日日日日までまで
※全世帯に到着するまで１か月程度かかりますので、お手元に届くまでお待ちください。※全世帯に到着するまで１か月程度かかりますので、お手元に届くまでお待ちください。

※※予約販売で完売した場合は、窓口販売はありません。予約販売で完売した場合は、窓口販売はありません。

※予定数量（10,000 冊）を超えた場合は抽選となります。※予定数量（10,000 冊）を超えた場合は抽選となります。

◉販売期間◉販売期間　 　 ８月８日８月８日月月～完売まで　～完売まで　９時９時～～1616時時（土日祝は除く）（土日祝は除く）
◉販売場所◉販売場所　 　 添田町商工会添田町商工会
◉購入限度◉購入限度 １人あたり４冊まで（代理購入不可、予約販売との重複購入不可）１人あたり４冊まで（代理購入不可、予約販売との重複購入不可）
　　　　　　  ※町外在住の人も　　　　　　  ※町外在住の人も購入可。購入可。

★

★

★

申請不要申請不要 見見見見見見見見見見見見見見見見見見

◉申込方法◉申込方法　申込書に必要事項を記入し、免許証や保険証などの本人確認書類の写しを添付して、原則　申込書に必要事項を記入し、免許証や保険証などの本人確認書類の写しを添付して、原則
　　　　　　　　　　　　 郵送にて申し込み（家族分同封可）。書類内容を確認した後に引換券を発送します郵送にて申し込み（家族分同封可）。書類内容を確認した後に引換券を発送します
　　　　　　　　　　　　 ※ＦＡＸでの申し込みは不可。※予約購入は添田町在住の人限定。※ＦＡＸでの申し込みは不可。※予約購入は添田町在住の人限定。
◉購入限度◉購入限度　１人あたり４冊まで（代理購入不可、窓口販売との重複購入不可）　１人あたり４冊まで（代理購入不可、窓口販売との重複購入不可）
◉引換期間◉引換期間　７月　７月3030日土～ ８月５日～ ８月５日金（期間内に引き換えを行わない場合は予約無効）（期間内に引き換えを行わない場合は予約無効）
◉引換場所◉引換場所　７月　７月3030日土・3131 日日　▶▶▶　オークホールロビー　　▶▶▶　オークホールロビー　1010時～時～1515時
　　　　　　 　　　　　　 ８月１日８月１日月～５日～５日金　▶▶▶　添田町商工会　９時～　▶▶▶　添田町商工会　９時～1616時

見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

申請不要申請不要

◉申込方法◉申込方法 申込書に必要事項を記入し、免許証や保険証などの本人確認書類の写しを添付して、原則申込書に必要事項を記入し、免許証や保険証などの本人確認書類の写しを添付して、原則
　　　　　　　　　　　　 郵送にて申し込み（家族分同封可）。郵送にて申し込み（家族分同封可）。書類内容を確認した後に引換券を発送します書類内容を確認した後に引換券を発送します
　　　　　　　　　　　　 ※ＦＡＸでの申し込みは不可。※予約購入は添田町在住の人限定。※ＦＡＸでの申し込みは不可。※予約購入は添田町在住の人限定。
◉購入限度◉購入限度 １人あたり４冊まで（代理購入不可、窓口販売との重複購入不可）１人あたり４冊まで（代理購入不可、窓口販売との重複購入不可）
◉引換期間◉引換期間 ７月７月3030日日土土～ ８月５日～ ８月５日金金（期間内に引き換えを行わない場合は予約無効）（期間内に引き換えを行わない場合は予約無効）
◉引換場所◉引換場所 ７月７月3030日日土土・・3131 日日日日　▶▶▶　▶▶▶ オークホールロビー　オークホールロビー　1010時時～～1515時時
　　　　　　 　　　　　　 ８月１日８月１日月月～５日～５日金金 ▶▶▶▶▶▶ 添田町商工会　９時～添田町商工会　９時～1616時時
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